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遷せ緒嘗
施エ、jLコセスにおいて川yト＝けすす〉めっきは、りん常銅

基材馨溶融賓ず槽串書芸浸草が卑岩鼻時宴≡基材恵め慧蓉間に串
間薗塵層が形成審艶苺串芸辟脅塵暦櫨ち基材精釣っ啓開の密
荊性を高めたり、基材－めっき間の拡散を防ぐなとの利点を
持つ．．よためっき施工後に更なる熟的負荷を受けることによ

り、施工時とは異なる新規中間合金層を形成することが報告
されている∈、この新規q3間合金牌は硬くて脆い特性を有する
ため毎週蔑蔚成長揺材料蔚機械的性質豪芸悪影響馨盈ぽず怨
電気・屯子部品等で幅広く用いられている川けl川｝すず

めっき村において、熱処理付加による中間合金層成長挙動、
及びヰれが機械的特性に及ぼす影響の検討はまだ十分では
ないr．本研究では、温度及び雰囲気の異なる数柚頸の熱処理
を施した‖り＝川jすすめっき試験附こ対して過微小硬さ試

験畑罠夕撃ツ草試験∴盤義塾簡単親衛鱗観察や業鱒屈折及び
元来分布分析馨行い埠串間爵療層盛農と硬轟確分布盈び密衝
性の開陳について解析した【－併せて中間合金層成長のメカニ
ズムについても検討し／こn
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悼酬中間酢粥川）卜川1】すずめっき試騨片を用いたi1めっ
酎賂蓋緩慢庵膏蹄凝瀦磯棚減靭パ鴫蘭巌鞄創賦鞄
卜し・、け＝（l二けt．．ハ11＝）碑lり（ll：liill）食滞附したすすに浸すこと

で行・Jている．、ト】ヽttllel増光大根装洒．で測定しためっき厚さ

はl・軸川であるか、これはすず博博さに加え中間合金闇の
すす成分の配管か昏まれた値である。
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本研究では、硬さ書式騒纏とLてダイナミック越微小硬度

計1瓢湖一芸別宅藤津製悸所観き馨除舞台　翫網凝毒筆量勘墓蛋　捉

iへト（、IIN＝しいい製lの上に設置したもの告使用した、圧子と

Lて柱間角度iけ度のベルコピッチ型ダイヤモンド三角錐

琵華費用も㌔た昏押込み帝塞磯城揺皆争箋呵軸韓獅鍼蔚範常習雪雲

段階とした、、また各市蚤で弓回押込みを行い、それらの結

果を平均化した値を葵騨値として用いた、1
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太電子製）を使用した。表面紙幣は主に二次電子億四川

によって行われるが、本報告では反射電子偉り汁lきを用いて
行った。また本研究で用いたSE湖にはエネルギー分散型X

線分析装爵比重）‘コ1川き（日本電子製）が装備されており、こ
れを用いて試験片表面の成分分析を行った。

j．硬さ値算出式
一般的に圧手先端部は、圧手製造
プロセス及び使用に伴う磨耗に起因
する理想的先端形状との相違∈トラ

ンケ…ション．J′′′：トlぎ．！）を有して

おり、また試験機自体も弾性変形を

生じるためこれらの影響を考慮して

硬さ値騒出を行う必要がある。そこ

で校正用試験片トヰMV■5桝1に対する

予備試験結果から、試験機の弾性

変形豊と圧手先端のトランケーシ

ョン蕾禽んだ補正値鞍を武川のよ

うに定義する。トIOT－訓■f）すずめっ

き試験片に対する試験結果から、

佳子押込み遠f－い畑とこの・）′′及び式

f芸確り舗道旗の琵華押込み登載f馨

求める。この－）∫′と試験荷重J．．りを式
（1＝こ代入することにより、補正後

の棟さ楢川■′を連出する。‘－I
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尋ヤ試験賭果農び考察
モ▲lドニ川、（佃こそれぞれ減圧下においてI51）℃、‡削＿）℃で

熟盛嘩凄艶た試験終に対する押込み深蕃♂抒脚硬蕃確＃鵜葛
関係を両対数軸上で表したも鱒を示す。まず、熱処理なし
の試験片において特徴的なことは、めっきであるすず
の硬さ値〃仁封トヰ（きが現れた後、りん青銅基材の硬さ値

酎招鵬に聾討郡酎弼絹牒㈲射掛倒牒噛布が見られ
たことである。この部分はすずと銅との金属間化合物
でぁる串間脅蜃層の硬審値と推察で蓉る章　ほ8℃で熱処

理したものにおいては、熱処理暗闇の増加に伴い新規中間
合金屑の成長に起回すると思われる硬さ値の増加が見られ
る、、特に州時間熱処理したものでは試験片内部の大部分か
新規中間合金熟こ変化しているものと思われる。それに対

して！8iドCで熱処理した試験片では、熱処理時間による硬
さ値の分布には明瞭な違いがみられなかったため、柏時間
熱処理付加時点で拡散が十分に進み、新規串間合金層の成
長はほぼ完了したものと思われる。
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